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平成29年３月号　２

タンチョウタンチョウフェスティバルフェスティバル
　２月　２月1212日、役場前庭において、今年で日、役場前庭において、今年で3030回目となるタンチョウフェスティバル(鶴居村ふるさとま回目となるタンチョウフェスティバル(鶴居村ふるさとま
つり実行委員会主催)が開催されました。つり実行委員会主催)が開催されました。
　当日は、村内外から大勢の来場者が訪れ、タンチョウの耐寒力を痛感した「タンチョウ耐寒競技」、　当日は、村内外から大勢の来場者が訪れ、タンチョウの耐寒力を痛感した「タンチョウ耐寒競技」、
タンチョウの鳴き声を再現した「鳴き声コンテスト」、我先にと懸命に雪をかき分けた雪中宝探しなど、タンチョウの鳴き声を再現した「鳴き声コンテスト」、我先にと懸命に雪をかき分けた雪中宝探しなど、
各アトラクションごとに大変な盛り上がりを見せました。各アトラクションごとに大変な盛り上がりを見せました。
　思わず寒さを忘れるほど会場は熱気に包まれ、最後には恒例の餅まきが行われ、今年も大盛況の中で　思わず寒さを忘れるほど会場は熱気に包まれ、最後には恒例の餅まきが行われ、今年も大盛況の中で
閉幕となりました。閉幕となりました。

第30回
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１
月
16
日
、
毎
年
12
月
に
実
施
さ
れ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息

状
況
一
斉
調
査
に
お
い
て
、
釧
路
管
内
で
確
認
さ
れ
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
数
を
予
想
す
る
鶴
居
村
観
光
協
会
主
催
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
の
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
厳
正
な
る
抽
選
に

よ
り
「
ピ
ッ
タ
リ
賞
」
に
は
福
岡
市
の
菊
池
麻
衣
子
さ
ん
が

選
ば
れ
、
現
金
10
万
円
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
実
施

さ
れ
た
調
査
で
は
昨
年
を
44
羽
下
回
る
６
８
１
羽
が
観
測

さ
れ
、
応
募
数
は
前
回
よ
り
６
，
１
０
９
人
多
い
１
万
６
，

１
３
４
人
と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
正
解
数
に
近
い
上
位
１
０
０
名
に
各
協
賛

企
業
よ
り
景
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
、
釧
路
市
の
ア
ク
ア
・
ベ
ー
ル
に
て
釧

路
鶴
居
会
新
年
交
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
の
会

は
今
年
で
40
回
目
を
数
え
、
こ
の
日
は
大
久
保
依
義

会
長
を
は
じ
め
、
大
石
村
長
や
松
井
村
議
会
議
長
、

伊
東
良
孝
衆
議
院
議
員
ら
約
１
１
０
名
が
出
席
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
礼
会
で
は
、
終
始
賑
や
か
な
歓
談
が
交
え
ら
れ

る
中
、
福
引
き
時
に
は
つ
る
ぼ
ー
も
登
場
し
、
参
加

者
た
ち
は
会
を
満
喫
し
な
が
ら
郷
土
の
さ
ら
な
る
発

展
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
、
竹
内
輝
さ
ん
（
鶴
居
中
学
校
３
年
）
と
藤

原
未
来
さ
ん
（
鶴
居
中
学
校
３
年
）
が
「
全
国
中
体
連
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会
」
へ
の
出
場
を
報
告
す
る
た
め
、

大
石
村
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
３
０
０
０
ｍ
と
５
０
０
０
ｍ
で
昨
年
に

続
き
２
回
目
の
全
国
大
会
、
藤
原
さ
ん
は
５
０
０
ｍ
と

１
０
０
０
ｍ
で
念
願
の
初
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
２
月
４
日
〜
７
日
に
長
野
県
で
開
催
さ

れ
、そ
ち
ら
で
は
竹
内
さ
ん
が
見
事
決
勝
進
出
を
果
た
し
、

北
海
道
の
代
表
と
し
て
見
事
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

応
募
数
過
去
最
多
！

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ
抽
選
会

祝
40
回
記
念
！

釧
路
鶴
居
会
新
年
交
礼
会

北
海
道
の
代
表
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
！

竹
内
輝
さ
ん
・
藤
原
未
来
さ
ん

（
鶴
中
３
年
）
全
国
大
会
出
場
報
告
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後列左から　野澤さん、折笠さん
　　　　　　門間さん、森田さん
前列左から　八巻さん、森田さん
　　　　　　飯田さん、濵崎さん

　

２
月
12
日
、
村
内
に
お
い
て
、
今
年
で
30
回
目
と
な
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
平
行
し
て
歩
く
ス
キ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
ホ
ク
チ
ク
公
社
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

山
沿
い
で
多
少
起
伏
の
あ
る
清
水
牧
場
ま
で
の
片
道
４
㎞
を

歩
き
ま
し
た
。
当
日
は
温
か
く
湿
雪
で
し
た
が
、
２
．５
㎞

と
４
㎞
に
分
か
れ
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
好
会
で
は
、
毎
年
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
す
る
他
に
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
歩
く
ス
キ
ー
」
や
「
摩
周
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
」
な
ど
に
も
参
加
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
事
務
局
の
村

上
泰
夫
さ
ん
（
☎
64
ｌ
２
４
４
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

2
月
14
日
㈫
、
北
海
道
子
ど
も
か
る
た
大
会
出
場
挨

拶
の
た
め
、
小
中
学
生
8
名
が
大
石
村
長
を
表
敬
訪
問

し
、
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
2
月
19
日
㈰

札
幌
市
に
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
先
日
行
わ
れ
た
平
成
28

年
度
第
13
回
釧
路
管
内
少
年
少
女
下
の
句
か
る
た
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
鶴
居
村
は
低
学
年
の
部
・
中
学
年

の
部
・
高
学
年
の
部
・
中
学
生
の
部
す
べ
て
に
お
い
て

優
勝
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
全
道
大
会
が
行

わ
れ
る
高
学
年
の
部
と
中
学
生
の
部
で
見
事
出
場
権
を

手
に
し
ま
し
た
。出
場
す
る
チ
ー
ム
は
、高
学
年
の
部
：

原
野
の
太
陽（
下
幌
呂
小
学
校
6
年
：
濵
崎　

瑠る
い

さ
ん
、

同
5
年
：
飯
田
結ゆ

い
こ子

さ
ん
・
森
田
旦あ

さ
ひ陽

さ
ん
、同
4
年
：

八
巻
琴こ

と
ね音

さ
ん
）、中
学
生
の
部
：
雪
裡
の
不
死
鳥
（
鶴

居
中
学
校
2
年
：
折
笠
仁ま

さ
や哉

さ
ん
・
森
田
光ひ

か
る琉

さ
ん
、

同
1
年
：
野
澤
柊し

ゅ
う
や弥

さ
ん
・
門
間　

稟り
ん

さ
ん
）
で
、
最

後
ま
で
集
中
し
て
自
分
た
ち
の
か
る
た
を
し
た
い
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
、
役
場
に
て
日
本
郵
便
㈱
北
海
道
支
社
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
釧
路
地
域
を
支
え
た
簡
易
軌
道
」
が
、

野
呂
釧
路
富
士
見
郵
便
局
長
か
ら
大
石
村
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
は
、
北
海
道
釧
路
地
域

の
開
拓
に
お
い
て
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
重
要
な
役

割
を
は
た
し
た
簡
易
軌
道
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、
次
の
郵

便
局
で
す
で
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
販
売
郵
便
局

　
（
釧
路
市
、
釧
路
町
、
標
茶
町
、
弟
子
屈
町
、
白
糠
町
、

厚
岸
町
、
浜
中
町
、
鶴
居
村
）
の
全
郵
便
局
及
び
札
幌
中
央

局
、
北
海
道
庁
赤
れ
ん
が
前
局
、
札
幌
駅
パ
セ
オ
局
、
札
幌

大
通
局
、
札
幌
大
通
公
園
前
局
、
札
幌
中
央
市
場
前
局
、
千

歳
郵
便
局
新
千
歳
空
港
分
室
、
小
樽
堺
町
局
（
計
75
局
）

会
員
募
集
中
！

第
30
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

歩
く
ス
キ
ー

全
道
で
の
大
活
躍
を
期
待
！

北
海
道
か
る
た
大
会
出
場
挨
拶

簡
易
軌
道
を
題
材
に
！

日
本
郵
便
㈱
北
海
道
支
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
釧
路
地
域
を
支

え
た
簡
易
軌
道
」
贈
呈
式
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軽自動車の変更・移転手続きはお済みですか？
軽自動車税は平成２９年４月１日において、鶴居村内に定置する軽自動車にかかる税金です。
住所が変わったときは 「変更登録」、所有者が変わったときは 「移転登録」の手続きをお願いいたします。

税額表 【軽四輪（乗用・自家用）の場合】

（税率：年額）
課税年度☆

初度検査年月日
H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 H35年度 H36年度 H37年度

　　　　～平成16年３月 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成16年４月～17年３月 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成17年４月～18年３月 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成18年４月～19年３月 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成19年４月～20年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900 12,900
平成20年４月～21年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900 12,900
平成21年４月～22年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 12,900
平成22年４月～23年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900
平成23年４月～24年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900
平成24年４月～25年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200
平成25年４月～26年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200
平成26年４月～27年３月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200
平成27年４月～ 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800

　☆　「初度検査年月」は、自動車検査証で確認できます。
　1　平成29年度に新税率が課税される車両は、平成２７年４月１日以後、新車を新規取得登録のもの。

＊ 登録自動車（白や緑のナンバープレート）に関する手続き等は、「釧路運輸支局」へ
＊ 軽自動車（黄色や黒のナンバープレート）に関する手続き等は、「軽自動車検査協会 釧路事務所」　へ
＊原付自転車、二輪車（９０・１２５cc）、小型特殊自動車に関する手続きは「企画財政課　税務係」へ

個人住宅用太陽光発電設備を設置されている方へ
住宅用太陽光発電設備を設置している方で、全量売電を行っている方については、事業の用に供する資
産になり、償却資産として申告していただく必要があります。
減価償却する際に用いる耐用年数は１７年となり、減価償却の内容は下記のとおりとなります。

全量売電の場合 余剰売電の場合
個人

（給与所得者・
年金受給者等）

事業の用に供する資産になり、償却資産
として申告する必要があります。

事業の用に供する資産にはならず、償却
資産として申告する必要はありません。

個人
（個人事業主の方）

農業、店舗・アパートなどの事業を営む方が、事業の用に供している場合は、全
量売電か余剰売電にかかわらず、償却資産の申告の対象となります。（※）

村役場 企画財政課 税務係　 ☎ 64－2112（課直通）

重課税率
新税率
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平
成
平
成
2828
年
度
鶴
居
村
酪
農
研
修
事
業

年
度
鶴
居
村
酪
農
研
修
事
業

視
察
研
修
を
終
え
て

視
察
研
修
を
終
え
て

【
研
修
参
加
者
】　
（
敬
称
略
）

 

明
歩
谷
優
佑
（
新
幌
呂
）

 

八
木
澤
康
央
（
下
久
著
呂
）

内
で
は
、
ジ
ャ
ム
や
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
、
農
機
具
の
展

示
や
様
々
な
物
品
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
て
、
会
場
に
行

く
だ
け
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
は
、
初
日
は
会
場
内
の
小
さ
な

リ
ン
グ
で
、
２
日
目
は
普
段
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
場
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ウ

は
様
々
な
演
出
が
な
さ
れ
て
い
て
、
最
高
位
が
決
定
さ
れ

る
際
に
は
、
照
明
や
音
楽
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
牛
は
尻
の
幅
、

乳
房
の
付
着
、
ど
の
点
か
ら
見
て
も
ダ
ン
ト
ツ
で
、
日
本

と
の
レ
ベ
ル
の
違
い
に
驚
き
、
私
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
牛

づ
く
り
を
出
来
る
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン

タ
ー
フ
ェ
ア
ー
は
、

日
本
の
シ
ョ
ウ
と
は

違
い
多
く
の
一
般
の

企
業
が
参
加
し
て
い

て
、
農
業
関
係
者
以

外
の
人
が
気
軽
に
来

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
家
族
連

れ
も
多
く
、
外
に
は

た
く
さ
ん
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
停
ま
っ
て

い
て
、
遠
足
や
社
会

見
学
の
よ
う
な
感
じ

で
来
て
い
る
子
供
も

多
く
い
ま
し
た
。
開
催
期
間
中
の
来
場
者
は
30
万
人
に
も

の
ぼ
る
そ
う
で
、
町
を
挙
げ
て
の
祭
り
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
会
場
内
に
は
、
食
育
の
ブ
ー
ス
や
、
家
畜

と
触
れ
合
え
る
ブ
ー
ス
、
ド
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
子
供
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
動
物
と
触
れ
合
う
体
験
や
、
食
の
大
切

さ
を
勉
強
で
き
る
こ
と
、
共
進
会
を
間
近
で
見
る
こ
と
で

幼
い
時
か
ら
農
業
を
身
近
に
感
じ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー

を
こ
れ
か
ら
も
盛
り
上
げ
て
い
け
る
こ
と
に
繋
が
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
カ
ナ
ダ
の
人
々
に
支
え

ら
れ
て
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
が
築
か
れ
て
き
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
の
酪
農
業
界
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
と
き
、
見
習
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島

　

プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
は
、
カ
ナ
ダ
の
東
海
岸
、
セ

ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
湾
に
浮
か
ぶ
島
で
、
カ
ナ
ダ
の
州
の
一

つ
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
州
の
中
で
は
面
積
（
カ
ナ
ダ
全
土
の

０
．１
％
）、
人
口
共
に
も
っ
と
も
小
さ
く
、
愛
媛
県
と
ほ

ぼ
同
じ
広
さ
（
東
京
都
の
約
３
倍
）
で
す
。
気
候
は
温
暖

で
、
土
壌
は
石
が
な
く
、
鉄
分
を
含
む
肥
沃
な
赤
土
で
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
石
が
な
い
た
め
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

基
本
的
に
島
外
か
ら
手
に
入
れ
る
し
か
な
く
、
と
て
も
コ

ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
古
い
家
や
教
会
な
ど
は
木
造
に
な

っ
て
い
て
、
カ
ラ
フ
ル
に
ペ
ン
キ
を
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

州
都
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
、
カ
ナ
ダ
沿
海
州
で
あ

　

平
成
28
年
11
月
９
日
〜
16
日
の
日
程
で
、
カ
ナ
ダ
に
て

行
わ
れ
た
平
成
28
年
度
鶴
居
村
酪
農
研
修
事
業
研
修
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
野
澤
組
㈱
主
催
の
カ
ナ
ダ
視
察
（
ロ

イ
ヤ
ル　

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー　

ウ
ィ
ン
タ
ー　

フ
ェ
ア

ー　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
と
、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド

島
の
牧
場
見
学
）
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
研
修
を
深
め

ま
し
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー

　

レ
ッ
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
と
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
未
経
産
の
部
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
経

産
の
部
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
と
て
も
大

き
く
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
の
シ
ョ
ウ
だ
け
で

な
く
、
馬
場
馬
術
や

馬
車
馬
術
、
馬
や
羊

の
共
進
会
、
ア
ル
パ

カ
や
豚
な
ど
の
牛
以

外
の
動
物
も
い
ま
し

た
。
こ
の
農
業
祭
で

は
、
牛
以
外
の
動
物

も
含
め
る
と
約
５
０

０
０
頭
の
動
物
が
出

展
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
会
場



る
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン

ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
と

は
ノ
ー
サ
ン
バ
ー

ラ
ン
ド
海
峡
で
隔

て
ら
れ
、
こ
の
海

峡
に
は
12
．９
㎞

に
及
ぶ
コ
ン
フ
ェ

デ
レ
ー
シ
ョ
ン
橋

が
架
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
島
の

特
産
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
『
赤
毛

の
ア
ン
』
シ
リ
ー

ズ
を
書
い
た
Ｌ
・

Ｍ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ

が
住
ん
で
い
た
島

と
し
て
有
名
で

す
。
北
緯
が
北
海

道
よ
り
も
高
く
、

夏
場
は
避
暑
地
と

し
て
観
光
客
で
賑

わ
い
、
日
本
か
ら

の
観
光
客
も
多
い

そ
う
で
す
。
ま

た
、
カ
ナ
ダ
が
独

立
す
る
際
、
カ
ナ
ダ
建
国
会
議
が
開
か
れ
た
と
い
う
由
緒

あ
る
歴
史
の
島
と
い
う
顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
島
で
す
が
、
島
内
に
は
約
３
万
頭
も
の
牛
が
飼
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
、
酪
農
の
盛
ん
な
島
と
し
て
も
有
名
で
す
。

島
に
到
着
後
は
、
日
本
人
の
ガ
イ
ド
の
方
と
数
時
間
、
赤

毛
の
ア
ン
の
家
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
家
な
ど
観
光
し
ま
し
た
。

７　平成29年３月号

牧
場
視
察

R
ed O

ak Farm
s

　
　
　
（
レ
ッ
ド
オ
ー
ク
フ
ァ
ー
ム
ス
）

　

も
と
も
と
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
移
民
だ
っ
た
そ
う
で
、

現
在
は
、
飼
養
頭
数
１
２
７
頭
（
育
成
含
む
）
で
、
51
頭

搾
乳
し
て
い
て
、
平
均
乳
量
は
、
１
万
７
０
０
キ
ロ
だ
そ

う
で
す
。
牛
舎
は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
、
８
頭
ダ
ブ
ル

の
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
パ
ー
ラ
ー
で
搾
っ
て
い
ま
し
た
。
牛
床

の
一
部
を
砂
の
ベ
ッ
ト
に
し
て
い
て
、
牛
が
好
ん
で
寝
る

こ
と
か
ら
、
今
後
す
べ
て
砂
の
ベ
ッ
ト
に
変
え
て
い
く
考

え
ら
し
い
で
す
。
こ
の
砂
は
、
こ
の
島
で
と
れ
た
も
の
で

赤
い
砂
で
し
た
が
、
島
の
赤
土
同
様
に
水
を
含
み
や
す
そ

う
な
感
じ
も
受
け
ま
し
た
。
パ
ー
ラ
ー
の
出
入
り
口
は
あ

ら
か
じ
め
蹄
浴
が
で
き
る
よ
う
に
低
く
な
っ
て
い
て
、
水

も
簡
単
に
抜
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
交
配
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ル
ド
メ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
種
雄
牛
を
決
め
て
い
て
、
近
交
交
配

を
避
け
、
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
も
考
え
て
交
配
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

B
rackley H

olsteins

　
　
　
（
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ー
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　

飼
養
頭
数
１
２
０
頭
で
、
60
頭
を
搾
乳
し
て
い
て
、
平

均
乳
量
は
１
万
１
０
０
０
キ
ロ
を
生
産
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
つ
な
ぎ
牛
舎
で
、
窓
が
多
く
と
て
も
明
る
い
開
放
感

の
あ
る
牛
舎
で
し
た
。
牛
体
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
常
に

手
入
れ
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
牛
体
が
汚

れ
に
く
く
す
る
た
め
に
、
お
尻
の
周
り
の
毛
だ
け
短
く
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
交
配
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ
イ
ヤ
ー
を
90
％
以
上
用
い
、
長
持
ち
す

る
牛
を
作
る
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
、
シ

ョ
ー
タ
イ
プ
の
牛
ば

か
り
追
い
求
め
て
い

た
ら
、
い
つ
か
限
界

が
来
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
牧
場
は
、
今
回
の

ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
タ

ー
フ
ェ
ア
ー
で
、
リ

ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

し
た
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ー

フ
ァ
ー
ム 

チ
ェ
リ
オ
ス 

チ
ー
リ
オ
が
産
ま
れ
た
牧
場
で

す
。
こ
の
牛
は
、
子
牛
の
時
に
約
５
万
円
で
こ
の
牧
場
か

ら
売
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
牧
場
を
経
て
、

現
在
の
牧
場
に
約
１
０
０
０
万
円
で
買
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
牧
場
で
は
、
牛
だ
け
で
な
く
養
鶏
も
行
っ
て
い
て
、

収
入
の
半
分
を
占
め
て
い
る
そ
う
で
、
も
う
一
つ
養
鶏
舎

を
建
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

Idee H
olsteins

　
　
　
（
ア
イ
デ
ィ
ー
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　

現
在
40
〜
45
頭
を
常
時
搾
乳
し
て
い
て
、
年
間
の
平
均

乳
量
と
し
て
１
万
５
０
０
キ
ロ
を
生
産
し
、
平
均
乳
脂
量

は
６
０
０
キ
ロ
で
す
。
こ
の
牧
場
は
『
ア
イ
デ
ィ
ー
ラ
ス

タ
ー
（
２
０
０
２
年
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー
で

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
す
る
な
ど
、
数
々
の
シ

ョ
ウ
で
好
成
績
を
残
し
た
）』
を
輩
出
し
た
こ
と
で
有
名

で
す
。
現
在
は
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ
イ
ヤ
ー
を
60
％
ほ

ど
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
一
つ
の
種
雄
牛
に
絞
る

こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
種
雄
牛
を

使
う
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
信
用
度
の
低
い
と
こ
ろ
が
あ
る



平成29年３月号　８

ゲ
ノ
ム
評
価
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
牛
舎
は
つ
な
ぎ
牛
舎
で
、
増
頭
の
た

め
伸
ば
し
た
の
が
分
か
る
作
り
で
し
た
。
伝
統
あ
る
牧
場

と
あ
っ
て
、
ど
の
牛
も
大
き
く
幅
の
あ
る
牛
で
し
た
が
、

そ
の
牛
た
ち
に
対
し
て
、
牛
床
が
狭
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
寝
ワ
ラ
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
い
る
の
で
、
牛
体
が
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。

A
belaine H

olsteins

　
　
　
（
ア
ビ
レ
ー
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　

２
０
０
３
年
に
建
て
ら
れ
た
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
と
４
頭

ダ
ブ
ル
の
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
パ
ー
ラ
ー
で
35
頭
を
搾
乳
し
て

い
る
そ
う
で
、
将
来
的
に
は
増
頭
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
平
均
乳
量
は
１
万
２
０
０
キ
ロ
、
平
均
乳
脂

量
４
１
９
キ
ロ
、
平
均
タ
ン
パ
ク
量
３
３
３
キ
ロ
で
す
。

成
体
の
販
売
な
ど
も
行
い
、
以
前
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
に

も
販
売
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
は
倍
に

牛
も
増
や
し
て
も
大
丈
夫
な
ほ
ど
余
裕
の
あ
る
作
り
で
し

た
。
酪
農
経
営
の
ほ
か
に
、
約
７
０
０
エ
ー
カ
ー
（
２
８

０
㏊
ほ
ど
）
の
畑
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
穀
物
な
ど
の

種
子
を
生
産
し
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
る
た
め
、

酪
農
に
は
そ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

G
oldenflo H

olsteins

　
　
　
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ロ
ー
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　

現
在
の
経
営
者
で
６
代
目
と
な
り
、
１
３
０
年
の
歴
史

が
あ
る
牧
場
で
す
。
飼
養
頭
数
は
約
２
７
０
頭
、
１
０
０

頭
を
搾
乳
し
、
平
均
乳
量
は
１
万
１
８
０
０
キ
ロ
、
脂
肪

４
．４
％
、
タ
ン
パ
ク
３
．３
％
で
す
。
２
０
０
５
年
は
、

マ
ス
タ
ー
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
称
号
を
獲
得
し
て
い
る
牧

場
で
す
。
デ
ン
プ
シ
ー
以
外
は
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ

イ
ヤ
ー
を
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
牛
舎
は
頭
向
か
い

の
古
め
の
つ
な
ぎ

牛
舎
で
、
何
度
も

増
頭
し
た
の
が
分

か
る
作
り
で
し

た
。
天
井
が
低
い

と
こ
ろ
も
あ
り
、

全
体
に
窮
屈
な
印

象
も
受
け
ま
し
た

が
、
扇
風
機
を
多

く
設
置
し
て
、
牛

舎
内
を
乾
燥
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
牛
体
は

や
や
汚
れ
て
い
る

も
の
の
、
ど
の
牛
も
大
人
し
く
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
の
牛
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
哺
育
牛
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

仕
切
り
が
自
由
に
動
か
せ
て
、
管
理
が
し
や
す
そ
う
で
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
細
か
い
工
具
な
ど
も
き
っ
ち
り
整

理
整
頓
さ
れ
て
い
て
、
仕
事
が
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
、
家
族
で
仕
事
を
行
う
ら
し
い

で
す
が
、
足
り
な
い
労
働
力
は
、
島
内
に
あ
る
大
学
の
学

生
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
雇
う
そ
う
で
す
。

W
interbay H

olsteins

　
　
　
（
ウ
ィ
ン
タ
ー
ベ
イ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　

２
０
１
０
年
に
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー
で
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
、『
ウ
イ
ン
タ
ー
ベ

イ 

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン 

ロ
ト
』
を
輩
出
し
た
牧
場
と
し
て

有
名
で
す
。
80
頭
の
つ
な
ぎ
牛
舎
で
、
20
頭
の
エ
ク
セ
レ

ン
ト
牛
、
40
頭
の
ベ
リ
ー
グ
ッ
ト
牛
が
い
る
そ
う
で
す
。

10
数
年
前
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
牛
舎
は
と
て
も
き
れ
い

で
、
今
ま
で
見
た
ど
の
牛
舎
よ
り
も
き
れ
い
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
牛
は
ほ
か
の
牧
場
よ
り
は
、
や
や
小
さ
め
な
感

じ
は
し
ま
し
た

が
、
体
型
も
そ
ろ

っ
て
い
て
、
こ

の
ぐ
ら
い
の
方

が
扱
い
や
す
そ

う
だ
と
思
い
ま

し
た
。
乾
乳
牛

は
放
牧
を
し
つ

つ
、
し
っ
か
り

食
い
込
ま
せ
て
、

丈
夫
な
体
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。

E
astside　

H
olsteins

　
　
　
（
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　
『
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド 

ル
イ
ス
デ
ー
ル 

ゴ
ー
ル
ド 

ミ
ッ

シ
ー
（
２
０
１
１
年
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
ー
、

ワ
ー
ル
ド
Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

な
ど
数
々
の
賞
を
獲
得
）』
を
生
産
し
た
こ
と
で
有
名
な

牧
場
で
す
。
搾
乳
牛
75
頭
で
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
牛
が
30
頭
、

ベ
リ
ー
グ
ッ
ト
牛
が
40
頭
い
る
そ
う
で
す
。
ゴ
ー
ル
ド
ミ

ッ
シ
ー
の
フ
ル
兄
弟
を
本
交
牛
と
し
て
用
い
る
な
ど
、
な

か
な
か
受
胎
し
な
い
牛
は
本
交
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

つ
な
ぎ
牛
舎
の
中
に
は
、
い
ろ
ん
な
シ
ョ
ウ
で
結
果
を
残

し
て
い
る
牛
が
多
く
い
て
、
き
れ
い
な
牛
だ
ら
け
で
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
受
精
卵
を
作
出
し
て
販
売
も
し
て
い
る

た
め
、
専
用
の
牛
が
２
頭
い
て
、
ひ
と
月
の
間
に
決
め
ら

れ
た
ホ
ル
モ
ン
処
置
を
受
け
、
受
精
卵
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
経
営
者
の
ブ
ロ
イ
ス
さ
ん
は
２
０
１
６
年
北
海
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
で
審
査
員
を
務
め
て
い

た
方
で
す
。
従
業
員
の
中
に
は
、
日
本
人
も
い
ま
し
た
。
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R
oyalw

ater H
olsteins

　
　
（
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ズ
）

　

搾
乳
頭
数
１
５
０

頭
で
最
近
３
回
搾
乳

を
始
め
た
そ
う
で

す
。
ち
ょ
う
ど
視
察

に
行
っ
た
と
き
に
、

搾
乳
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
２
人

で
10
個
の
ミ
ル
カ
ー

を
使
っ
て
い
て
、
と

て
も
大
変
そ
う
で

し
た
。
つ
な
ぎ
牛
舎

で
、
増
頭
し
た
と
こ

ろ
か
ら
牛
舎
が
斜
め

に
曲
が
っ
て
い
る
形
で
し
た
。
空
気
の
流
れ
も
悪
そ
う
で
、

ミ
ル
ク
ラ
イ
ン
は
し
っ
か
り
牛
乳
が
流
れ
て
い
っ
て
い
る

の
か
不
安
に
な
る
作
り
で
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
酪
農
で
は
、

ク
ォ
ー
タ
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
牛
を
増
や
す
だ
け

で
と
て
も
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
施
設
の

投
資
ま
で
ま
わ
ら
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
よ
う
で
す
。

改
良
の
方
針
と
し
て
は
シ
ョ
ウ
タ
イ
プ
を
重
視
し
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
や
ド
ア
マ
ン
系
を
使
い
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ

サ
イ
ヤ
ー
も
多
く
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
だ
後
代
検

定
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
最
新
の
血
統
の
牛
も
数
多
く
い

ま
し
た
。
古
い
施
設
を
う
ま
く
活
用
し
、
哺
育
牛
、
育
成

牛
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

K
ouw

enberg Farm

　
　
　
（
ク
エ
ン
バ
ー
グ
フ
ァ
ー
ム
）

　

20
年
ほ
ど
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
３
兄
弟
で
移
り
住
ん

で
き
た
移
民
の
方
の
牧
場
で
、
現
在
は
約
３
０
０
頭
を
搾

乳
し
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
大
き
い
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に

全
て
の
搾
乳
牛
が
い
て
、
10
頭
ダ
ブ
ル
の
パ
ラ
レ
ル
パ
ー

ラ
ー
で
し
た
。
す
の
こ
式
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
、
糞
尿

は
全
て
下
に
溜
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
冬
の
間

で
も
す
の
こ
の
目
に
糞
尿
が
凍
ら
な
い
よ
う
で
、
や
や
過

密
で
飼
っ
て
い
る
の
と
、
下
に
溜
ま
っ
て
い
る
糞
尿
が
発

酵
し
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
溜
ま
っ
た
糞
尿

は
一
年
に
一
回
、
吸
い
出
す
そ
う
で
す
。
乾
乳
牛
舎
も
す

の
こ
式
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
全
て
の
ス
テ
ー
ジ
の
牛
に

濃
度
を
変
え
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
給
与
し
、
乾
乳
牛
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
で

は
、
２
番
や
３
番
の
サ
イ
レ
ー
ジ
の
繊
維
分
が
足
り
な
い

と
き
に
は
、
切
断
し
た
乾
草
を
混
ぜ
て
繊
維
分
を
補
い
、

分
娩
に
備
え
た
体
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
最
近

バ
ル
ク
の
体
細
胞
が
10
万
を
切
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ

て
い
て
、
大
事
な
の
は
従
業
員
の
搾
乳
方
法
を
し
っ
か
り

統
一
す
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

飼
糧
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
牧
場
に
は
、
バ
ン
カ
ー
サ

イ
ロ
が
あ
り
、
刻
み
の
サ
イ
レ
ー
ジ
で
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
牧
場
で
は
、
粗
飼
料
と
し
て

ラ
ッ
プ
の
低
水
分
の
サ
イ
レ
ー
ジ
を
給
与
し
て
い
ま
し
た
。

ラ
ッ
プ
の
仕
方
も
日
本
と
違
い
、
１
つ
１
つ
す
る
の
で
は

な
く
、
何
個
も
一
列
に
並
べ
て
一
緒
に
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
の
が
牛
舎
の
近
く
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
バ
ン
カ
ー

サ
イ
ロ
は
島
の
事
情
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
い
に
く
い
と

い
う
の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
、

ス
タ
ッ
ク
で
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
家
畜
改
良
の
面
で
は
、

多
く
の
と
こ
ろ
で
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ
イ
ヤ
ー
を
使
っ

て
い
て
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
最
新
の
血
統
を
用
い
て
い

た
反
面
、
自
分
の
牧
場
に
あ
っ
た
種
雄
牛
だ
と
思
っ
た
の

が
あ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
多
少
古
い
も
の
で
あ
っ
て
も

使
い
続
け
る
と
い
う
考
え
方
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ヤ
ン
グ
サ
イ
ヤ
ー
を
使
う
と
き
に
は
、
１
つ

の
種
雄
牛
に
絞
ら
ず
に
し
て
、
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と
い

う
の
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
何
軒
か
の
牧
場
で
は
、
自

家
授
精
を
や
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
聞
い
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
島
内
に
は
人
工
授
精
師
が
２
人
し
か
い
な
い
た

め
、
島
の
半
数
の
牧
場
で
は
自
家
授
精
を
す
る
そ
う
で
す
。

ど
こ
の
牧
場
で
も
、
視
察
に
行
っ
た
と
き
に
は
牛
た
ち
は

と
て
も
お
と
な
し
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で
し
た
。

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
か
ら
牛
た
ち
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
な
い

よ
う
に
飼
っ
て
い
る
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
種
雄
牛

を
選
定
す
る
と
き
に
「
体
型
」
の
面
だ
け
で
な
く
、「
気
質
」

と
い
っ
た
面
も
気
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
に
参
加
し
、
と
て
も
充
実
し
た
一
週

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
て
い
る
共
進
会
を
体
感
し
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
っ

た
牧
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
共
進
会
の

牛
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
ま
た
牧
場
視
察
で
の
牛
群
管
理
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
、
た
だ
た
だ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
刺

激
を
受
け
る
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
今
回
学
ん
だ
事
を
取

り
入
れ
て
酪
農
業
を

発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
今

回
の
基
金
で
多
く
の

鶴
居
の
若
い
酪
農
家

が
視
察
に
行
く
こ
と

で
、
多
く
の
経
験
を

し
、
地
域
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
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「年金の仕組み」をもう一度

私たちの年金はどうなるの？
①年金をすでに受け取っている方（年金受給者）

Ｑ・今回の改革により、年金額は減るのですか。
　賃金と物価が上がっている経済状況では、今回の改革によるルールが発動されることはなく、
年金額は減りません。
　政府は、アベノミクスにより経済再生に全力で取り組んでいます。

Ｑ・経済再生に取り組んでいるのにルールを変えるのはなぜですか。
　将来、リーマンショックのような想定外の事態が発生し、賃金が下がり、物価変動を下回る場
合には、賃金変動に合わせて年金額を改定します（平成 33年 4月～）。
　このようにルールを変えなければ、現在の年金支払によって、将来世代のための積立金が予定
以上に取り崩され、現役世代が将来受け取る年金の水準が低下します。

Ｑ・年金だけでは生活が困難ですが、低所得者への支援はあるのですか。
　年金を含めても所得が低く援助を要する方には、新たに「福祉的な給付」（年最大 6万円）が
スタートします（平成 31年 10月予定）。

生活にお困りの方は、各地に自立支援のための相談窓口がありますので、お住まいの都道府県や市区町村に
お問い合わせください。また、年金や資産などを活用しても生活が困難な方は、生活保護を受けられる場合
がありますので、お近くの福祉事務所にご相談ください。

※平成29年１月から開始　公的年金は、現役で働く世代が高齢者
などを支え、社会全体で安心を提供する
ものです。
　20 歳以上の全ての人が加入する国民
年金と、会社員や公務員が加入する厚生
年金の 2 階建て※ 1 になっています。

※1　個人や企業で、上乗せの「私的年金」に
　　加入している場合、「3階建て」になります。

　現役世代が払う保険料を年金給付に充てる「仕送り」
（賦課方式）が制度の基本です。保険料以外にも、税金
（基礎年金の 1/2）と積立金が給付に充てられます。
　現在、高齢化と少子化が急速に進み、受給世代に対
する現役世代の割合が低下しています。この状況下で
も、将来にわたって持続的で安心できる仕組みとなる
よう、平成 16年に「マクロ経済スライド」※2 を導入
しました。

※2　現役世代が負担する保険料水準は固定した上で、現役世代の減少や寿命の伸びに応じ、物価や平均賃金の伸
　　びを一部差し引いて年金給付の水準を調整する仕組みです。前年度より年金額が下がる調整は行いませんが、
　　平成 30年 4月からは、物価・賃金が上昇した際に、過去の未調整分も繰り越して調整します。
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③現役で働いている方

Ｑ・自分が支払う保険料の見通しについて教えてください。

　厚生年金の保険料率は、平成 29年 9月より後には、上がることはありません。
　また、国民年金の保険料は、平成 31年 4月より後には、上がることはありません。
　（ただし、物価や賃金の変動に応じて上下することはあります）。

Ｑ・若い人は納付額以上の給付を受けられないのですか。

　違います。これからも皆さんが納めた額以上の年金を給付できる見通し ※3 です。
受給者全員が受け取る「老齢基礎年金」は、給付額の半分を国が負担しています。
※３　平均寿命（現在は男性80.79歳、女性87.05歳）まで生きた場合に、保険料の納付期間の長さなどの条件
　　　を置いて計算しています。

Ｑ・保険料を払わないとどうなるのですか。

　将来受け取る年金額が、その分、減ります。年金額は保険料を納付した期間に応じて決まり、
さらに、受給には納付期間等が 10年※4 必要です。（老齢年金の場合。保険料の免除や猶予をし
た期間を含みます）。
※４　平成29年8月から、必要な期間が「25年」から「10年」に短縮されます。
　　　すでに65歳以上で、今回の短縮により受給が可能となる方には、平成29年2月末～7月に日本年金機構か
　　　ら「年金請求書」を郵送する予定です。必要書類を添えてお近くの年金事務所などにご提出ください。

　また、保険料の納付（または免除や猶予の手続）をしていれば、60歳未満でも、けがなどで重い
障害を負った場合に「障害年金」、一家の大黒柱が小さな子供や配偶者を残して亡くなった場合
に「遺族年金」を受け取れます。

②もうじき、年金を受給される方

Ｑ・年金はいつからもらえるのですか。

　老齢基礎年金は 65 歳からです。老齢厚生年金については、平成 42 年までの間、60 歳から
65 歳に段階的に引き上げられていきます（生年や性別で違いがあります。）60 歳以上ならば、
額は減りますが繰り上げて受給することも可能です。

Ｑ・将来もらえる年金の額はどこで確認できますか。

　毎年、皆さんの誕生月に郵送される「ねんきん定期便」や、日本年金機構のホームページにあ
る「ねんきんネット」で確認できます。ただし、その額は目安です。実際には、受給までに納付
された額やその時の物価などを考慮した額になります。

Ｑ・受給の際にはどのような手続きが必要ですか。

　年金を受給するためには、年金請求の手続きが必要です。60 歳または 65歳になる前に、日本
年金機構から「年金請求書」が郵送されてきますので、必要な書類を添えてお近くの年金事務所
へご提出ください。
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2017年（平成29年）３月号

北海道フードマイスター
温泉ソムリエ
シュヴァリェ
（フランスチーズ鑑評騎士）
札幌生まれ・陸上部
発行人：増田 喜美子
＜2014.7 月より活動しています＞

　

私
は
チ
ー
ズ
が
大
好
き
で
す
が
、

バ
タ
ー
も
好
き
で
す
。
冷
蔵
庫
に

は
大
抵
バ
タ
ー
を
常
備
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
随
分
と
高
価
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
酪
農
家
さ

ん
の
ご
家
庭
に
は
手
作
り
バ
タ
ー

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
炊
き
立
て
の
ご

飯
で
バ
タ
ー
醤
油
ご
は
ん
に
す
る

の
が
大
好
物
で
、
そ
れ
さ
え
あ
れ

ば
他
に
は
特
に
要
ら
な
い
程
で
し

た
。
そ
も
そ
も
牛
乳
が
好
き
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

朝
食
に
牛
乳
を
飲
み
、
学
校
給

食
で
パ
ッ
ク
牛
乳
を
飲
み
、
部
活

終
わ
り
に
は
牛
乳
を
飲
ま
な
い
友

達
か
ら
貰
っ
た
物
を
水
替
わ
り
に

飲
み
、
夕
飯
は
牛
乳
で
作
っ
た
シ

チ
ュ
ー
を
食
べ
、
お
風
呂
上
り
に

牛
乳
を
飲
む
。
お
や
つ
を
せ
が
む

と
「
牛
乳
を
飲
ん
で
い
な
さ
い
。」

と
良
く
言
わ
れ
ま
し
た
し
、
牛
乳

寒
天
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
我
が

家
の
冷
蔵
庫
に
は
４
〜
５
本
の
牛

乳
が
常
備
さ
れ
て
い
た
の
を
記
憶

し
て
い
ま
す
。
陸
上
の
試
合
で
も

１
０
０
ｍ
を
走
り
終
え
て
自
販
機

も
し
乳
価
が
全
て
均
等
に
な
り
、
販
売
期

間
が
さ
ら
に
伸
ば
せ
る
冷
凍
バ
タ
ー
な
ど

も
開
発
さ
れ
た
ら
、
国
産
バ
タ
ー
の
価
格

は
も
っ
と
手
頃
に
な
り
、
私
の
三
度
の
食

事
が
バ
タ
ー
醤
油
ご
は
ん
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。　

牛
乳
バ
ン
ザ
イ
！

単純に考えると…
バターの乳脂肪分は約80％
原料となる生クリームの乳脂肪分は40%でバターには2倍必要。
牛乳の乳脂肪分を４％とするなら生クリームには10倍。バター
には20倍必要となります。
よって100ｇのバターには×20倍の牛乳＝2000ｍｌが必要。

細かく計算式にしてみると…
乳脂肪分80％のバター100gを作るのに必要な牛乳（乳脂肪
分3.7％とし、牛乳の比重を1.030とした場合）の量は…
100×0.80÷0.037÷1.030＝2099mlです。
※チーズの場合は例えば100ｇのカマンベールチーズの固
形分中乳脂肪分は約45%ですので、バターよりも少ない
牛乳で作れることになります。加工用の乳価が安い以上、
バター作りは最も敬遠され、尚且つ手間が掛かり乳量も多
く必要になる分、高価になるということでしょうか？

鶴
居
丹
頂
群
太
鼓
同
好
会

　

着
任
後
か
ら
毎
月
１
頁
の
記
事
を
掲
載
さ
せ

て
頂
き
ま
し
て
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
ま
ず
連
載
記

事
は
今
月
号
に
て
終
了
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

今
後
と
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
を
温

か
く
見
守
り
応
援
頂
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

増
田　

喜
美
子

で
パ
ッ
ク
牛
乳
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
考
え
る
と
物
凄
い
牛
乳
の
消

費
量
で
す
が
、
酪
農
地
域
の
方
々

は
き
っ
と
毎
日
搾
り
た
て
牛
乳
を

飲
め
る
の
だ
ろ
う
な
あ
と
つ
く
づ

く
羨
ま
し
く
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
バ
タ
ー
と
い
う
代
物
で

す
が
、
私
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う

な
お
か
ず
。
最
近
で
は
バ
タ
ー
不

足
に
迫
る
特
集
が
テ
レ
ビ
番
組
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
人
気
番
組
だ

け
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
放

送
後
の
反
響
も
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

そ
も
そ
も
牛
乳
が
な
け
れ
ば
美

味
し
い
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
も
ク
ッ

キ
ー
も
キ
ャ
ラ
メ
ル
も
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
バ
タ
ー
好
き
の
一
消
費
者

と
し
て
も
、
も
っ
と
牛
乳
を
飲
む

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
脂
肪
カ
ッ
ト

や
カ
ロ
リ
ー
な
ど
を
気
に
せ
ず
に

バ
タ
ー
を
ど
ん
ど
ん
消
費
し
て
い

く
こ
と
が
私
の
出
来
る
最
大
限
の

応
援
。
そ
れ
が
日
本
の
酪
農
を
支

え
る
事
に
繋
が
る
の
な
ら
、
私
は

今
日
も
バ
タ
ー
醤
油
ご
は
ん
を
喜

ん
で
食
べ
ま
す
。

　

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
有

名
な
海
外
メ
ー
カ
ー
の
グ
ラ
ス
フ

ェ
ッ
ド
バ
タ
ー
や
発
酵
バ
タ
ー
が
簡
単
に
手
に
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
バ
タ
ー
を
使
っ
た
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
は
１
個
千
円
し
た
と
し
て
も
東
京
で
は
長
蛇
の

列
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
調
べ
て
み
る
と
北
海
道
産

の
手
作
り
バ
タ
ー
や
牧
場
バ
タ
ー
な
ど
、
有
名
乳
業

メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
除
い
た
と
し
て
も
十
種
類
以
上

あ
り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
食
べ
比
べ
を
し
て
み

た
い
も
の
で
す
が
、
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
商
品
も

沢
山
生
産
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
１
０
０
ｇ
の
バ
タ
ー
を
作
る
に
は
い
っ
た

い
牛
乳
は
何
リ
ッ
ト
ル
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

※
果
た
し
て
こ
の
計
算
で
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
？



13　平成29年３月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

高
齢
者
の
入
浴
事
故
の
防
止

に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
家
庭
の
浴
槽
で

の
溺
死
者
数
は
11
年
間
で
約
７
割
増

加
し
、
平
成
27
年
に
は
４
，８
０
４

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
が
約
９
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
安
全
に
入
浴
す
る
た

め
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
槽
を
暖

め
ま
し
ょ
う
。

２
．湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
浸
か

る
時
間
は
10
分
ま
で
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。

３
．浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
．ア
ル
コ
ー
ル
が
抜
け
る
ま
で
、

ま
た
、
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

５
．精
神
安
定
剤
、
睡
眠
薬
な
ど
の

服
用
後
入
浴
は
危
険
で
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

６
．入
浴
す
る
前
に
同
居
者
に
一
声

掛
け
、
同
居
者
は
、
い
つ
も
よ
り
入

浴
時
間
が
長
い
と
き
に
は
声
掛
け
し

ま
し
ょ
う
。

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
（
こ
の
よ
う
な
方
を
ご

存
知
の
方
へ
）

　

婚
姻
中
又
は
離
婚
後
３
０
０
日
以

内
に
子
が
生
ま
れ
た
け
れ
ど
、（
元
）

夫
の
子
で
は
な
く
、
出
生
の
届
出
を

し
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
子
が
戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
戸

籍
が
な
く
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
又
は
市
町
村
の
戸
籍
窓
口

で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
が
戸
籍
に

記
載
さ
れ
る
た
め
の
手
続
を
案
内
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
一
人
で
悩
ま

ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
守
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　

☎
64

－
２
１
１
３

　

釧
路
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　

釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３
番
地

　

☎
31

－

５
０
１
５

国
民
年
金
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
の
加
入
方
法

　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま

す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は

ご
自
分
で
住
所
地
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
加
入
手
続
き
は
勤
務
先

が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き

は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
行
い
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
自
動
振
替
が

便
利
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
を
ご
利
用
頂
く
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、
収
め
忘
れ
も
無
く

と
て
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替
等
を

ご
希
望
の
方
は
、
ご
希
望
の
金
融
機

関
や
年
金
事
務
所
、
保
険
料
の
納
付

書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
に

　平成30年４月採用の「予備自衛官補」「一般幹部候補生」の募集を下記のとおり
実施しますのでお知らせします。

種　目 資　格 受付期間 試　験　日 試験場所
予備自衛官補
（一般）

18歳以上
34歳未満 28年12月16日㈮

～
29年4月7日㈮

29年4月14日㈮～18日㈫
※この間の指定された１日
　です。

釧路駐屯地

予備自衛官補
（技能）

18歳以上で
保有する技能に応じ
53歳～55歳未満

別　示

一般幹部候補生
（陸・海・空）

22歳以上26歳未満
の者で大学卒業程度
の学力を有する方　

29年3月1日㈬
～

29年5月5日㈮

一次
29年5月13日㈯・14日㈰
※14日については飛行要員のみ

道東経済
センタービル
（予定）

予
備
自
衛
官
補
・
一
般
幹
部

候
補
生
の
募
集

【
お
問
合
せ
先
】

□
役
場
総
務
課
総
務

　

☎
64

－

２
１
１
１

□
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧
路

出
張
所　

☎
22

－

１
０
５
３

「村長の出前トーク」の実施について
　村では、村長等が各地域へ足を運び、より身近な交流や
情報共有などに努めるため、「出前トーク」を実施しています。
　平成26年度は2回、27年度は4回開催しています。
　この「出前トーク」は、地域・各種団体等が抱えている
将来の村づくりや地域づくり等への課題について、村長等が
直接地域へ出向きます。
　「出前トーク」を希望する地域・各種団体等は次の事項に
ご留意の上、お申込み願います。
⑴対象者　原則、既存の団体・サークル等で最低5人以上
の参集が見込めること。
⑵実施日　各種団体等が希望する月～金曜日の午前10時
から午後5時までの時間帯
※ただし、村長の公務に支障がない場合に限る。
⑶時間　概ね1時間程度
⑷場所　地域のコミュニティセンター等の公の施設
⑸留意事項　将来の村づくりや地域づくりの課題について建
設的な意見を伺うための場ですので個人的な要望はお受
けできません。
⑹申込方法　トークテーマ・日時等を役場企画財政課企画
調整係へご連絡ください。日程等を調整した上で、実施日
を決定します。

【お問合せ先】　役場企画財政課企画調整係　☎64－2112

よ
り
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
２
年
前
納
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
口
座
振
替

に
加
え
て
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
に
つ
い
て
も
、
割
引
額
の
大

き
な
２
年
前
納
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
２
年
前
納
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
及
び
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確

認
及
び
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

■
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
64

－

２
１
１
６
）

■
釧
路
年
金
事
務
所

（
☎
24

－

７
８
８
９
）
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成28年度 全国統一防火標語

「消しましょう その火その時 その場所で」

　心臓や呼吸が停止に陥った人の命を助けるため
に、救急隊が到着するまでの間、家族など近くに
いる人が行わなければならない応急手当が「心肺
蘇生法（胸骨圧迫・人工呼吸）」です。
　しかし、実際に行うとなると「やり方がよくわ
からない」「自信がない」「怖い」など、不安を感
じる方が多いと思います。
　また、心肺蘇生法を長時間ひとりで続けるのは
とても大変です。協力者を集めて交代しながら実
施することも重要なポイントであり、そのために
も多くの人が「心肺蘇生法」を知ることが必要です。
　鶴居消防署では「心肺蘇生法」「ＡＥＤの取り扱い」「止血法」などを学べる救命講習を開催し
ております。講習は個人のほか、事業所や各種団体・グループ等の受講申し込みも随時受け付け
ており、出張講習も行ないますので、受講を希望される方や詳しい内容を知りたい方は、鶴居消
防署（TEL64-2344）まで、お気軽にお問い合わせください。

※ＡＥＤとは、「自動体外式除細動器」といいます。電極のついたパッドを裸の胸の上
に貼ると自動的に心臓の状態を判断し、もし心臓が細かくふるえて血液を全身に送るこ
とができないようであれば、電気ショックを与えて心臓のふるえを取り除く機器です。

　２月３日、鶴居消防団女性消防部では初の試みとなる「火災予防啓発劇」を幌呂保育園で上演
しました。
　女性消防団員が母親役・子ども役に扮して、料理中に火から目を離したすきに台所から出火し
たという「家庭で起こりうる火災」をテーマにした劇を披露しました。劇は、園児たちの笑いを
誘う場面もあり「つるぼー」も登場するなど、火災の恐ろしさと火災予防について、楽しく学ん
でもらうことができました。
　上演後の園児たちの拍手喝采に女性消防部の小泉部長は「今後もこのような予防啓発活動を継
続して行い、多くの人に火災予防の大切さを理解していただきたいです」と消防団員としての意
気込みを話してくれました。

救命講習について

鶴居消防団女性消防部による火災予防啓発劇を実施
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官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も
」
北

海
道
最
低
賃
金

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

及
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
。）
に
適
用

さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額

　

時
間
額　

７
８
６
円

■
効
力
発
生
年
月
日

　

平
成
28
年
10
月
1
日

北
海
道
漁
港
管
理
条
例
の
規

制
改
正
に
よ
り
漁
港
内
で
の

遊
泳
が
禁
止
に
な
り
ま
す

　

港
の
区
域
内
に
は
、
遊
泳
（
潜
水

を
含
む
）
を
規
制
す
る
『
遊
泳
禁
止

区
域
』
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
遊
泳
禁
止

区
域
内
で
の
遊
泳
は
禁
止
で
す
。（
同

条
例
第
６
条
）

違
反
を
し
た
者
は
、
５
万
円
以
下
の

罰
金
が
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
同
条
例
第
20
条
）

詳
し
く
は
、
漁
港
内
に
設
置
の
規
制

看
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

禁
止
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

・
漁
業
者
が
、
漁
業
を
営
む
た
め
に

遊
泳
を
す
る
場
合

・
漁
業
従
事
者
が
、
漁
業
に
従
事
す

る
た
め
に
遊
泳
を
す
る
場
合

・
漁
業
協
同
組
合
が
、
当
該
組
合
の

定
款
に
定
め
る
事
業
の
遂
行
の
た

め
に
遊
泳
を
す
る
場
合

・
漁
港
漁
場
整
備
法
第
39
条
第
１
項

又
は
同
条
例
第
13
条
第
１
項
の
許

可
に
基
づ
き
、
遊
泳
を
す
る
場
合

・
国
、
道
若
し
く
は
市
町
村
又
は
独

立
行
政
法
人
若
し
く
は
道
が
設
立

し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
が
、
あ

ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
て
、
遊

泳
を
す
る
場
合

・
知
事
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

て
許
可
し
た
場
合

【
お
問
合
せ
先
】

□
釧
路
総
合
振
興
局

　

産
業
振
興
部
水
産
課

　

☎
43

－
９
２
１
２

「
北
海
道
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
（
原
案
）」
に
対
す
る

道
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

制
度
が
改
正
さ
れ
、
北
海
道
と
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
国
保
を
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

道
内
の
国
保
運
営
の
統
一
的
な
指
針

と
し
て
「
北
海
道
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
運
営
方
針
（
原
案
）
に
つ
い

て
、
道
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

●
公
表
場
所

　

北
海
道
国
保
医
療
課
（
道
庁
６

階
）、
道
庁
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
道

庁
３
階
）、
各
総
合
振
興
局
及
び
振

興
局
（
石
狩
を
除
く
）
の
行
政
情

報
セ
ン
タ
ー
で
公
開
す
る
ほ
か
、

北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/hf/

kki/kak/kouikika_junbi_index.
htm

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
意
見
の
募
集
期
間

　

平
成
29
年
３
月
１
日
〜
３
月
31
日

●
意
見
の
提
出
方
法
及
び
提
出
先

　

公
表
場
所
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
意
見
募
集
要
領
」
を
ご
覧
の

う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

１
．郵
便

〒
０
６
０

－

８
５
８
８

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局

国
保
医
療
課
（
広
域
化
準
備
グ
ル
ー
プ
）

２
．フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　

０
１
１

－

２
３
２

－

１
０
３
７

３
．電
子
メ
ー
ル

　

hohuku.kokuhounei@
pref.

hokkaido.lg.jp

【
お
問
合
せ
先
】

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
国

保
医
療
課　

☎
０
１
１

－

２
３
１

－

４
１
１
１

（
内
線　

25

－

８
０
８
）

沿
道
建
物
等
か
ら
の
落
氷
雪

事
故
防
止
に
つ
い
て

　

釧
路
開
発
管
理
部
事
業
室
事
業
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
沿
道
建
物

等
か
ら
の
落
氷
雪
に
よ
る
事
故
を
始

め
と
し
た
冬
期
の
雪
害
事
故
に
よ
る

死
傷
者
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路

に
落
ち
る
よ
う
な
建
物
に
は
、
落
雪

等
に
よ
っ
て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、

丈
夫
な
雪
の
す
べ
り
止
め
等
を
付
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お

忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。

　

引
越
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登

録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転

登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
登
録
）

　

平
成
29
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通

知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
、
札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更
手
続
き
が

可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部　

☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
７

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に
つ

い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

３
月
26
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場

　
（
釧
路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地

　

金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶
相
談
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
賃
貸

借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝

料
・
財
産
分
与
な
ど

⑷
相
談
料　

無
料
で
す

【
申
込
方
法
】

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月

24
日
㈮
ま
で
、
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。（
☎
25

－

１
３
６
５
）



保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

平成29年３月号　16

おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

春の集団健診・がん検診のお知らせ
将来への安心！年に一回の健診で、健康チェックを！

4/20（木）～26（水）は、特定健診とがん検診を合わせて受けられます。
※がん検診のみ実施する日程は設けておりませんのでご注意ください。【平成29年度 健診日程】

日付 受付時間 健診会場 対象地区
４月２０日（木）

６: ００
～

１０: ００

幌呂農村環境改善センター 幌呂市街
４月２１日（金） 下幌呂・中幌呂・支幌呂・上幌呂・茂幌呂
４月２４日（月）

鶴居村総合センター
支雪裡・中久著呂

鶴居市街４月２５日（火） 中雪裡・茂雪裡
４月２６日（水） 下雪裡・下久著呂
◯　対象地区を決めていますが、都合の悪い方は他の地区の受診日に受けてください。
◯　送迎車の利用を希望される方は申込時に利用の有無をお伝え下さい。送迎対象は概ね６５歳以上の方です。
　　鶴居市街・幌呂市街の方は原則対象外となりますが、必要な方はご相談ください。
　　なお、利用を希望される方はお住まいの地区の受診日をお申し込みください。

【健診内容】
項目 対象 内容 料金

生活習慣病予防健診 受診日満20歳から年度39歳
（S53.4.1～S54.3.31生）まで 身体計測、腹囲測定、

血圧測定、問診、診察、
血液検査
（脂質・糖・肝機能・腎機能）、
尿検査

無料（5,770円全額村負担）特定健診
鶴居村国民健康保険に加入し
ている年度40歳（S52.4.1～
S53.3.31 生）から 受診日満
74歳まで

健康診査 満75歳以上

エキノコックス検診 18歳以上で、5年以上検査を受
けていない方 血液検査 無料（1,300円全額村負担）

肝炎ウイルス検査
40歳以上5歳毎の年齢又は40
歳以上で、今まで一度も検査
を受けていない方

血液検査 無料（2,530円全額村負担）

胃がん検診 30歳以上　※ バリウム検査（胃X線検査）無料（5,350円全額村負担）

肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン撮影
喀痰検査（必要者のみ） 無料（X線1,580円、

喀痰2,980円全額村負担）結核検診 65歳以上 胸部レントゲン撮影

大腸がん検診 30歳以上　※ 2日間の採便による
便潜血反応検査 無料（2,710円全額村負担）

前立腺がん検診 50歳以上（男性のみ） 血液検査（PSA） 1,000円（1,060円村負担）
※　国の示す「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」の改正と、指針の内容に沿って、
　　平成30年度より胃がん検診・大腸がん検診の対象年齢を40歳以上に変更いたしますのでご承知お
　　きくださいますようお願い致します。

【申込方法】（回覧でのチラシ配布・申込はありません）
電話、IP告知端末申込画面、または、お手元に申込用紙のある方は（特定健診と75歳以上健診対
象の方には申込用紙を同封した個別案内を送付しています）申込用紙を直接役場保健福祉課保健
師に提出して頂くかFAXにてお申し込みください。

ご不明な点やお問い合わせがありましたら、役場保健福祉課保健師までご連絡ください。
（電話 : 64－2116　FAX : 64－2577）
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新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……３月の図書整理日は２８日㈫です。３月の図書整理日は２８日㈫です。

●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ】
　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより

視聴覚資料について
　みなくる図書室では、図書や雑誌のほかにＣ
Ｄ・ビデオの貸出も行っています。特にＣＤは今
人気のアーティストのものなども数多くありま
すので、ぜひご利用ください。リクエストも受け
付けています。　
※リクエストの希望にそえない場合もあります
ので、ご了承ください。

※紹介している本は3/1（水）から利用できます。

スウガクって、なんの役に立ちますか？ 会話がはずむ雑談力

お師匠さま、整いました！ しんせかい

ひいな にんじゃはなまる　たぬきじょうのたからのへやのまき

杉原厚吉　著
　ジャンケンに勝てる確
率を増やすには? スキー
のコブをうまく滑る数学
的コツとは? 身近な生活
の中で役に立つ数学活用
術や数理的な考え方を、
広く集めて紹介する。『子
供の科学』連載を基に書
籍化。

山下澄人　著
　19歳の山下スミトは
演劇塾で学ぶため北を目
指す。辿り着いた先の
〈谷〉では、俳優や脚本家
志望の若者たちが自給自
足の共同生活を営んでい
た…。文学界の異端者が
自らの原点を描き出す。
第156回芥川賞受賞作。

いとうみく　著
　小学校4年生の由良は、
母親の長期出張の間、祖
母の家に預けられること
になる。祖母が住むのは、
季節がくると、町中が
ひな人形で飾られるおひ
な様の町だ。女の子の幸
せを願う“ひな祭り”に出
会ったちょっと不思議な
物語。

間瀬なおたか　作・絵
　「お城の宝の部屋まで
来たら、宝を見せてやる」
と、たぬき城の殿様から、
忍者学校のはなまるたち
に手紙が届いた。さあ、
たどりつけるかな? しり
とり、なぞなぞなどが楽
しめる言葉遊び絵本。

泉ゆたか　著
　亡き夫の跡を継ぎ寺子
屋の師匠をしている桃。
ある日、大人の身であ
りながら、もう一度学び
直したいという春が訪ね
てくる。春の素直さと才
能に桃は魅せられていく
が、寺子屋一秀才な生意
気娘・鈴が黙っているは
ずがなく…。

齋藤孝　著
　たとえ10秒の雑談で
も、息の合ったやり取り
ができると場の空気も一
気にほぐれる。声かけ、
話して、別れる「会話の
基本」をまとめ、相手に
気持ち良く「話させる」
リアクション雑談や、複
数人との雑談の仕方のヒ
ントを伝える。
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み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

 凍原社２月句
（俳句）

パ
ソ
コ
ン
も
メ
ー
ル
も
無
縁
日
脚
伸
ぶ

雪
の
峰
し
ず
か
に
浮
か
び
日
脚
伸
ぶ

日
脚
伸
ぶ
夫
の
思
ひ
を
聞
く
車
中

裸
木
に
す
ず
め
す
ず
な
り
日
を
浴
び
て

日
に
日
に
と
傷
口
ふ
さ
ぐ
日
脚
伸
ぶ

入
学
を
目
指
し
て
笑
顔
日
脚
伸
ぶ

日
脚
の
ぶ
白
さ
の
ま
じ
る
鬚
も
の
ぶ

日
脚
伸
ぶ
稽
古
帰
り
の
身
の
軽
さ

句
会
終
え
日
脚
伸
び
し
に
気
づ
き
け
り

ミ
ヤ
ノ

由
美
子

ち
え
こ

和

枝

紀
代
子

恒

子

春
夢
子

和

子

水

脈

寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申
し上げます。

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事
業のために

神奈川県　畑　博見　様
金１０，０００円

財務専門官採用試験のお知らせ
　財務省北海道財務局では、財政、金融のプロ
フェッショナルとして活躍する財務専門官を募
集しています。
【受験資格】 
１．昭和62年4月2日から平成8年4月1日生ま
れの者

２．平成8年4月2日以降生まれの者で次に掲げ
るもの
⑴大学を卒業した者及び平成30年3月までに
大学を卒業する見込みの者

⑵短大又は高専を卒業した者及び平成30年3
月までに短大又は高専を卒業する見込みの者

【受験申込受付期間】 
　平成29年3月31日㈮から4月12日㈬まで
【受験申込方法】 

インターネットの次のＵＲＬより申込ください。
http://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/
sennmonnsyoku_daisotsu/zaimu/zaimu_daisotu.html

【第1次試験日】
　平成２９年６月１１日㈰
【問合先】 
　財務省北海道財務局人事課人事係
　☎011-709-2311（内線4252）

お　誕　生
　お誕生おめでとうございます。
１月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

西東　覧
み さ と

恵　ちゃん　　女　　鶴居市街

３月の自然観察会
●釧路湿原フィールドウォッチング
【日　　時】 ３月４日㈯ 午前１０時～１２時
【定　　員】 １０名
【参 加 費】 無料
【開催場所】 シラルトロ湖・蝶の森周辺
【集合場所】 憩の家かや沼駐車場
【申込・問合先】
塘路湖エコミュージアムセンター
（☎015-487-3003）

バドミントンを始めませんか？
　鶴居村羽球同好会では、新年度会員を募集し
ています。
　一年を通して続けられる運動として、この機
会に始めてみませんか？
　毎週、火曜日と木曜日の午後8時から10時まで、
ファミリースポーツセンターで活動しています。
初心者の方も歓迎しますので、気軽に参加して
ください。
　詳しくは、代表の山崎（☎090－8708－6668）
まで問い合わせください。
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シリーズ

タンチョウ
Vol. 267 鶴居 タンチョウ 検索

鈴　木　敏　祥
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

レンジャーのお仕事⑤　　～冬期自然採食地の利用状況を調べる～
　タンチョウのダンスが盛んになり、それを目当てに世界各国から多くの観光客がサンクチュアリを訪
れています。これからタンチョウ達は、交尾を行い子供と別れて、３月下旬には湿原へと帰って行きま
す。今回は、タンチョウ達が集まっている時期にだけ行える調査についてお話しします。

●センサーカメラの設置
　冬の間にタンチョウが自然の中で餌を採れるよう、これまで冬期自然採食地を整備してきました。タ
ンチョウがこれらの場所を、どのくらいの数がどの程度の頻度で利用しているのかを調べるため、セン
サーカメラを設置しています。タンチョウが鶴居村に集まってきた12月頃、この調査は始まります。例
年はカメラを設置する場所まで車で行くことができましたが、今シーズンは積雪が早かったため、雪原
を歩いて向かうことになりました。場所によっては１時間近くかかることもあり、設置場所にたどり着
くまでが大変でした。しかし、積雪が多かったことにより、自然採食地の周りには早くもタンチョウ達
の足跡を確認できました。設置の段階で、多くのタンチョウの足跡が確認できたため、タンチョウの姿
が記録されていることを期待せずにはいられません。

●センサーカメラの電池交換
　センサーカメラを設置して１ヶ月後、利用状況を継続的に調べるため、電池とSDカードの交換を行
います。設置の際よりも積雪量が増えているため、時に足をとられ転倒したり、センサーカメラが雪で
埋まってしまうなどのハプニングも。しかし、管理作業を行った場所にしっかりとタンチョウの足跡が
残されていて、その成果を目の当たりにした時、喜びでそんな苦労は吹っ飛んでしまいます。こうした
タンチョウ達の足跡もデジカメでしっかりと記録し、多い時には１日に５か所以上の自然採食地を周り
ます。回収したデータにはタンチョウが写っていることもあれば、寒さや雪で全く撮影されていないこ
ともしばしばあります。うまく撮影できているか、毎月ハラハラドキドキしながら回収に向かいます。

　回収したデータは、タンチョウが写っているか画像を１枚１枚確認し解析します。（解析の様子は広
報つるいNo.659レンジャーのお仕事①で紹介しています）。地道で苦労の耐えない調査ですが、冬期自
然採食地をタンチョウが継続的に利用できるようにするためには、必要不可欠です。これらのデータを
元に管理作業を続け、タンチョウが冬に自然の中で餌を採れる暮らしを支えています。

センサーカメラを掘り出すレンジャー 作業箇所にタンチョウの足跡が
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　3月20日は春分の日ですね。
やっと昼と夜の長さがほぼ等し
くなり春に向けて動き出しま
す。しかし今年の冬は寒かった
ですね。氷点下 20℃以下にな
る日が 1月から何日も来るし
ほんとに地球温暖化ってあるの
でしょうか？という感じでむし
ろ寒くなってきているような感
覚さえ筆者は覚えます。これか
らは、昼間雪が解けて夜に又凍
り道路はつるつる状態になりま
す。筆者もこの前車が止まらな
くなり電柱にぶつかりかけまし
たので、皆さん気を付けて運転
してください（Ｙ）

編集後記

３月村のカレンダー

1水

・確定申告相談（対象地区：下幌呂）　
　　9:30～　下幌呂コミュニティセンター
・鶴居老人クラブ健康相談　9:30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　9:30～　幌呂老人寿の家
・上幌呂老人クラブ健康相談
　　10:00～　上幌呂コミュニティセンター

3金
・確定申告相談（対象地区：中雪裡）
　　9:30～　役場２階第三会議室
・マタニティ教室　13:30～　総合センター和室

4土 ・わんぱくアドベンチャー3月講座　10:30～　総合センター
6月 ・確定申告相談（対象地区：下雪裡）　　9:30～　役場２階第三会議室

7火 ・確定申告相談（対象地区：中久著呂・下久著呂）　　　9:30～　役場２階第三会議室

8水 ・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）　　　9:30～　役場２階第三会議室

9木
・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）　
　　9:30～　役場２階第三会議室
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場

10金
・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）　
　　9:30～　役場２階第三会議室
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場
・マタニティ教室　13:30～　総合センター和室

13月
・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）　
　　9:30～　役場２階第三会議室
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場
・「おひさま」（親の会）　10:00～　役場２階第１・２会議室

14火
・第1回村議会定例会　10:00～　村議会議場
・子育て支援事業「あそびのひろば」
　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

15水 ・村内各中学校卒業式　10:00～
16木 ・第１回村議会定例会　10:00～　村議会議場・１歳６ヵ月・３歳児健診　13:00～　総合センター
17金 ・村内各小学校卒業式　10:00～

22水
・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」
　　10:00～　総合センター小会議室
・寿大学3月講座　13:00～　総合センター

人の動き
（１月末住民登録人口）

人口 総数 2,526人
（前月比 ＋１人）

うち外国人人口　１９人
（男 ５人・女１４人）

昨年同期は　２, ５０９人で、
対前年比較は　＋１７人です。

男 １, ２５８人（前月比 －２人）
女 １, ２６８人（前月比 ＋３人）

世帯数　1,135戸
（前月比 ＋３戸）

うち外国人世帯数　１４戸

第３０回タンチョウフェスティバ
ルでのひとコマです。
つるぼー初めての太鼓演奏に会
場の皆様も釘付けとなりました。
（※詳細記事は２ページ）

今月の表紙

１月中の発生件数
　人身事故0件／物件事故10件

死亡事故ゼロの日　443日
（１月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

連合新規加盟町村（平成28年10月加盟）をご紹介します！

青森県　佐井村（さいむら）
日本三大霊場「恐山」の奥の院として多くの観光客を受け入れる。
下北半島の海岸線に奇岩が点在する仏ヶ浦は言葉には言い
表せない感動を心に残す。狭隘な入り江を活かして建つ漁師
小屋から漁船に乗り込む光景は、時が止まったかのような雰

囲気。福浦の漁村歌舞伎
は、今なお地域の娯楽とし
て受け継がれている。

佐井村観光協会
（☎０１７５－３８－４５１５）
〒０３９－４７１１
青森県下北郡佐井村大佐井
１１２　アルサス1階


